
（別紙３）

～ R8年　2 月　13日

（対象者数） 18 （回答者数）
8

～ 8年　2 月　13日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・勉強会などを行い、知識の習得に努めていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・学年、年齢関係なく療育活動を検討していく。学年、年齢

を加味しながら活動もわけていく

2

3

○事業所名 児童発達支援　あじさい滑石2

○保護者評価実施期間
R8年　2月　5日

○保護者評価有効回答数

8年　2 月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　2月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・低学年が多い為、上級生との差がある場面もある。 ・契約時に低学年が集中してしまった事が原因と考えられる

・低学年が中心に在籍している為、療育活動がピンポイントで

出来る。

・他職種の連携が取れ、多方面からアプローチが出来る

・毎日、ミーティングを行い情報の共有が出来る

・

事業所における自己評価総括表公表


